
 

 

 

  

 

 
評価結果に

基づき、学校

経営の改善を

図るために必

要な措置を講

じる。 

 
ホームページや通信等で公表するととも

に、教育委員会に報告し、学校改善を図る。 

 
学校関係者評価書を踏まえ、改善案

の見直しなど、学校として『学校関係

者評価報告書』を取りまとめる。 

 

 学校公開、各種

通信、学校ホーム

ページなどで、教

育活動の状況を積

極的に発信する。 

学 校 評 価 委 員 会 

学校評価は、子供たちの姿とともに、学校の教育活動や具体的な方策、さらに 

はその成果や結果を客観的に評価し、今後の学校改善に生かしていくものです。 

 

学校として目指すべき目標を設定し、その達成状況や達成

に向けた取組の適切さを検証することにより、組織的に学校

運営を改善する。 

 

評価結果を踏まえて、教育委員 

会が、学校に対する支援・改善等の必

要な措置を講じることにより、一定水準

の教育の質を保証し、その向上を図る。 

 

自己評価や保護者等による評価の実

施、結果の公表により、保護者や地域か

らの理解と参画、協力を得て、信頼され

る開かれた学校づくりを進める。 

みんなの力が 

学校を支え 

学校を変える 

 
学校の教育活動の観察や意見交

換をしながら評価する。『学校関係

者評価書』を校長に提出する。 

１３ 

11 学校経営計画と評価計画  
     

みんなの力が 学校を支え 学校を変える 
 
保護者･地域の皆様の意見（学校評価）を学校運営により生かすために、学校評価の方法を、下記のよ

うに改善します。  
教育目標 ⇒ 学校経営重点計画 ⇒ 実施  ⇒ 自己評価 ⇒ 学校関係者評価  ⇒ 改善策 

   
 

  
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
※ 上図の市様式１～３（ ①年度当初計画、②中間報告、③最終総括 ）は、 

昭島市教育委員会の統一様式「学校経営重点計画」によるものです。 
 

社会に開かれた教育課程の実現のため
 

学校評価 

の目的 

８ .  評価結果の公表・報告 

７ .  学校関係者評価の総括 

教 育 委 員 会 

学校運営の改善と発展 

教育の質の保証・向上 家 庭 ・ 地 域 と の 連 携 

学  校 

 
教育大綱、

教育目標、基

本方針、教育

振興基本計画

など 

９ . 教育委員 

会 の 支 援  

６ .  学 校 関 係 者 評 価 

 
校内委員会で具体的な指標に基づ

き自己評価を行い、評価結果と具体的

な改善案を評価委員会に提示する。 

５ . 自  己  評  価 

 
児童、保護者、教職員の三者で、同じ項目で

アンケートを実施し、自己評価の資料とする。 

４ .  学校評価アンケート 

３ .学校公開・情報提供 

 
教育目標を具現化するために、学校経営方針に基づき、

数値目標を含めた具体的な推進計画を立案・実施する。 

２ .  学校経営計画・実施 

１.教育施策の

立 案 ・ 実 施 

 
専門性を有する

者による専門的

視点からの評価

る 

第 三 者 評 価 

 

① 市様式１ 

年度当初計画 

② 市様式２ 

中間報告 

③ 市様式３ 

最終総括 



 

 １４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教
育
委
員
会 

基
本
方
針 

学
校
教
育
目
標 

子供は未来の守護者  
 

〔安全・安心〕 
安全・危機管理を徹底し、安全を全てに優先させる 
大人も子供も人権を尊重し、誰もが安心して過ごせる 

〔ワクワク〕 
  授業が楽しい、学校が大好き、学校に行きたい 
  学校の判断基準は、「子供にとってどうか」 
〔未来創造〕 
  未知の課題に自ら対峙し、協働して未来を創造する 

心身共に健康で創造性に富み、調和のとれた子の育成 

目指す学校像 

健
康
な
子 

思
い
や
り
の
あ
る
子 

よ
く
考
え
る
子 

輝
く
未
来
に
向
か
っ
て 

健
や
か
な
体
の
育
成 

豊
か
な
心
の
醸
成 

確
か
な
学
力
の
定
着 

○野球型からサッカー型の経営参画 
○心・愛情・言葉・表情豊かな人権感覚 
○安全を全てに優先させる危機管理 
○付加価値を付け、結果に責任を持つ 
○人と、言葉で、心がつながる教師 

目
指
す
教
師
像 

1 学校の組織力と学校運営 

2 安全管理・危機管理 

3 学校公開・情報発信 

9学習習慣・学習規律の定着 

10基礎的・基本的な学力の定着 

11新たな価値を創造する力 

 

15認知機能・社会性の向上 

16内面に根ざした道徳性の涵養 

18新しい生活様式の定着 

19体力・運動能力の向上 

20ストレスに適切に対処できる力 

23情報活用能力の向上 

24国際社会で活躍できる人材 

信
頼
さ
れ
る
教
育
の
確
立 

○ 学びを生かそうとする主体的に

学びに向かう力を涵養するとと

もに、学習習慣を確立する。 

〇 実際の社会や生活で生きて働く

基礎的・基本的な知識及び技能

を確実に習得する。 

〇 答えのない課題に納得解を導

き、新たな価値を創造すること

ができる資質能力を育成する。 

自ら学びに向か
い、創造力・表
現力に富み、正
解のない課題に
納得解を導く子 

育 て た い 子 供 像 

○ 個性を生かし、相互の信頼関係

を深める中で自己の存在価値の

認識等、自己有用感を高める。 

〇 認知機能を高め、感情統制、対

人スキルを養い、自他共に敬意を

もって関係する力を付ける。 

〇 自他を大切にし、共によりよく

生きるために、児童の内面に根ざ

した道徳性を育成する。 

認知機能を高め、
自分も他の人も
尊重し、敬意をも
って大切にでき
る心豊かな子 

○ 主体的・対話的で深い学びができ

る言語能力とともに、未知の課題

に向き合い思索する力を養う。 

〇 高度情報化社会に柔軟に対応す

る情報活用能力とともに、新たな

解を創造する力を付ける。 

〇 多様な文化を尊重し、世界の

人々と協調しながら国際社会で

活躍できる人材を育てる。 

未知の課題を思
索し、新たな価値
観や行動を生み
出し、協働して未
来を創造する子 

22言語能力の向上 

○ 一人に一つの命を自覚し、新しい

生活様式に基づき、全ての人の命を

守る意識と行動力を育成する。 

〇 基礎的な体力の向上と運動習

慣、生涯に渡って積極的に運動に

親しむ資質や能力を高める。 

〇 心と体の関連性を理解し、様々

な欲求やストレス等に対して、適

切に対処できる力を育てる。 

基本的な生活習
慣を身に付け、
運動に親しみ、
心身共に健康で
活力に満ちた子 

14自己有用感の醸成 

２５の基本取組 

す
す
ん
で
働
く
子 

6教員の人材育成 

4 カリキュラム・マネジメント 

5 共にある教育の実現 

7働き方改革の徹底 

8 ワンチームでビジョンを共有 

12 外部人材の活用 

13 ユニバーサル・デザイン 

 

17 心の居場所づくり 

21 健康管理、保健衛生 

25 特別支援教育の推進 

令和６年度 「学校経営方針の概要」と「学校評価」 


